
公表:令和　5　年　2　月　15　日

事業所名　　　チャイルドハート伊万里　　　　　　　　　　　　　　　　　　

保護者等数（児童数）　　5　　　回収数　　　３　　　　割合　　60　　　％

チェック項目 はい どちらとも
いえない いいえ わからない ご意見

ご意見を踏まえた
対応

1 子どもの活動等のスペースが十分に確保され
ているか

2 1

2 職員の配置数や専門性は適切であるか 3

3

生活空間は、本人にわかりやすく構造化され
た環境*１になっているか。また、障がいの
特性に応じ、事業所の設備等は、バリアフ
リー化や情報伝達等への配慮が適切になされ
ているか

1 1 1

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境
になっているか。また、子ども達の活動に合
わせた空間となっているか

2 1

5
子どもと保護者のニーズや課題が客観的に分
析された上で、児童発達支援計画*2が作成さ
れているか

3

6

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイド
ラインの「児童発達支援の提供すべき支援」
の「発達支援（本人支援及び移行支援）」、
「家族支援」、「地域支援」で示す支援内容
から子どもの支援に必要な項目が適切に選択
され、その上で、具体的な支援内容が設定さ
れているか

2 1

7 児童発達支援計画に沿った支援が行われてい
るか

2 1

8 活動プログラム*3が固定化しないよう工夫さ
れているか

2 1

9
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流
や、障がいのない子どもと活動する機会があ
るか

1 1 1

10 運営規定、利用者負担等について丁寧な説明
がなされたか

3

11

児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援
の提供すべき支援」のねらい及び支援内容
と、これに基づき作成された「児童発達支援
計画」を示しながら支援内容の説明がなされ
たか

3

この「保護者等からの事業所評価の集計結果（公表）」は、保護者等の皆様に「保護者等向け児童発達支援評価表」により
事業所の評価を行っていただき、その結果を集計したものです。

環
境
・
体
制
整
備

適
切
な
支
援
の
提
供

保護者等からの児童発達支援事業所評価の集計結果（公表）



12 保護者に対して家族支援プログラム（ペアレ
ント・トレーニング*4等）が行われているか

1 1 1
利用を始めたばかり
でわからない。

ペアレントトレーニン
グにつながる支援をし
ていきます。

13
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、
子どもの健康や発達の状況、課題について共
通理解ができているか

2 1

連絡表が分かりやすい。
一日の過ごし方が詳しく
書いてあり、想像できる
ので安心できる。

有難うございます。
これからも努めてま
いります。

14 定期的に、保護者に対して面談や、育児に関
する助言等の支援が行われているか

2 1

15
父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催
等により保護者同士の連携が支援されている
か

1 2

16

子どもや保護者からの相談や申入れについ
て、対応の体制が整備されているとともに、
子どもや保護者に周知・説明され、相談や申
入れをした際に迅速かつ適切に対応されてい
るか

3

17 子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達の
ための配慮がなされているか

2 1

18

定期的に会報やホームページ等で、活動概要
や行事予定、連絡体制等の情報や業務に関す
る自己評価の結果を子どもや保護者に対して
発信されているか

2 1

19 個人情報の取り扱いに十分注意されているか 3

20

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感
染症対応マニュアルを策定し、保護者に周
知・説明されているか。また、発生を想定し
た訓練が実施されているか。

2 1

21 非常災害の発生に備え、定期的に避難、救
出、その他必要な訓練が行われているか

2 1

22 子どもは通所を楽しみにしているか 3

23 事業所の支援に満足しているか 3

*4 「ペアレント・トレーニング」は、保護者が子どもの行動を観察して障害の特性を理解したり、障害の特性を踏まえた褒め方等を学ぶ
ことにより、子どもが適切な行動を獲得することを目標とします。

*1 「本人にわかりやすく構造化された環境」は、この部屋で何をするのかを示せるように、机や本棚の配置など、子ども本人にわかりや
すくすることです。
*2 「児童発達支援」は、児童発達支援を利用する個々の子どもについて、その有する能力、置かれている環境や日常生活全般の状況に関
するアセスメントを通じて、総合的な支援目標及び達成時期、生活全般の質を向上させるための課題、支援の具体的内容、支援を提供する
上での留意事項などを記載する計画のことです。これは、児童発達支援センター又は児童発達支援事業所の児童発達支援管理責任者が作成
します。

*3 「活動プログラム」は、事業所の日々の支援の中で、一定の目的を持って行われる個々の活動のことです。子どもの障害の特性や課題
等に応じて柔軟に組み合わせて実施されることが想定されています。
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公表:令和　5　年　2　月 15日

事業所名　　チャイルドハート伊万里

保護者等数（児童数）　　41　　　回収数　　18　　　　　割合　 43　　　　％

チェック項目 はい どちらとも
いえない いいえ ご意見 ご意見を踏まえた対応

1 子どもの活動等のスペースが十分に確保され
ているか

6 9 3
運動スペースがもっ
と広くなれば良い。

用途や活動内容に分けて
工夫して使っています。

2 職員の配置数や専門性は適切であるか 14 3 1
専門性のある職員が
少ない。

スタッフは保育士、社会福
祉士、介護福祉士、高等学
校教員です。

3
事業所の設備等は、スロープや手すりの設置
などバリアフリー化の配慮が適切になされて
いるか

9 6 3
入口の段差が気にな
る。

段差の部分は踏み台を使
用したりしています。

4
子どもと保護者のニーズや課題が客観的に分
析された上で、放課後等デイサービス計画*1
が作成されているか

16 2 具体性にかけている。
子どもたちお一人お一人にあった
計画を立てています。もっと具体
的にさせていただきます。

5 活動プログラム*2が固定化しないよう工夫さ
れているか

14 4
ステップアップが不
明瞭。

お子様やご家族様にもっ
と細かくお伝えしていき
ます。

6 放課後児童クラブや児童館との交流や、障が
いのない子どもと活動する機会があるか

8 3 7 特にない。
コロナの関係で自粛を心
がけています。

7 支援の内容、利用者負担等について丁寧な説
明がなされたか

15 3 その時々による。
ご理解していただけるよ
う何度もお伝えしていき
ます。

8
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、
子どもの発達の状況や課題について共通理解
ができているか

17 1
困った行動も優しく見
守ってくださる。あり
がたい。

職員が頑張っていることを認めて
くださる方もいらっしゃってあり
がたいです。

9 保護者に対して面談や、育児に関する助言等
の支援が行われているか

15 3 1
助言をもっとして欲
しい。

保護者様はとても大変頑張ってお
られます頭が下がります。

10
父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催
等により保護者同士の連携が支援されている
か

11 6 1
保護者会楽しみにし
ています。

ありがたいお言葉です。もっ
と交流の場がもてるよう工夫
しててまいります。

11

子どもや保護者からの苦情について、対応の
体制を整備するとともに、子どもや保護者に
周知・説明し、苦情があった場合に迅速かつ
適切に対応しているか

14 4
あまり苦情を聞いた
ことがないのでわか
りません。

どんなことでも真摯に受
け止めてより良い事業所
を作ってまいります。

12 子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達の
ための配慮がなされているか

15 3
連絡のあり方、ス
タッフにばらつきが
ある。

入社して数年、数ヶ月の職員がい
ます。皆熱意と責任を持って支援
してくれています。子どもたちと
同じくらい温かい目で見守ってい
ただけないでしょうか。至らない
ところは改善していきます。
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保護者等からの放課後等デイサービス事業所評価の集計結果（公表）



13

定期的に会報やホームページ等で、活動概要
や行事予定、連絡体制等の情報や業務に関す
る自己評価の結果を子どもや保護者に対して
発信しているか

14 4
ブログや会報誌楽し
みにしています。

これからも喜んでいただ
けるよう頑張ってまいり
ます。

14 個人情報に十分注意しているか 17 1 顔は消されています。
個人情報を遵守、を心が
けています。

15
緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感
染症対応マニュアルを策定し、保護者に周
知・説明されているか

12 6
マニュアルを見える
ところに貼ってあ
る。

お子様の安全を第一に考えみなさ
んが分かりやすいように掲示して
おります。開かれた事業所を目指
しております。

16 非常災害の発生に備え、定期的に避難、救
出、その他必要な訓練が行われているか

14 4
訓練の日に利用して
ない。

年に数回様々な訓練をしていま
す。室内でこじんまり訓練する事
もあります。子どもたちが安全に
行動できるよう工夫しています。

17 子どもは通所を楽しみにしているか 15 3
毎回笑顔で楽しかっ
たと言ってくれる。

楽しい、頑張った、すごいが増え
ていくように努力精進致します。

18 事業所の支援に満足しているか 14 4
以前の先生のほうが良かった。連
絡ノートの形式を変えてみたらど
うか。

沢山のご要望ご提案ありがとうございまし
た。できる限り皆様に喜んでいただけるよう
努めてまいります。

*1 放課後等デイサービスを利用する個々の子どもについて、その有する能力、置かれている環境や日常
生活全般の状況に関するアセスメントを通じて、総合的な支援目標及び達成時期、生活全般の質を向上さ
せるための課題、支援の具体的内容、支援を提供する上での留意事項などを記載する計画のこと。放課後
等デイサービス事業所の児童発達支援管理責任者が作成する。

*2 事業所の日々の支援の中で、一定の目的を持って行われる個々の活動のこと。子どもの障がい特性や
課題、平日／休日／⾧期休暇の別等に応じて柔軟に組み合わせて実施されることが想定されている。
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